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環境技術の一層の普及をめざした取組みについて

環境省総合環境政策局総務課環境研究技術室

1. 環境省の科学技術予算

東日本大震災は，地震，津波，原子力発電施設

の事故が複合的に発生し，甚大な被害を生じさ

せ，これにより，今なお多くの被災者が厳しい生

活を余儀なくされている。環境省はこれまで，震

災の発生以降，災害廃棄物の処理，放射性物質に

よる環境汚染への対応など，震災対応に全力を尽

くしてきたが，平成24年度も引き続きこのような

取組みを実施していく。

平成24年度においては，東日本大震災からの教

訓等を十分に踏まえながら，「低炭素社会の構築

など持続可能な社会の実現」「循環型社会の実現」

「生物多様性の保全など自然共生社会の実現」お

よび「安全・安心な生活の実現」の�つのテーマ

を軸として，持続可能な社会づくりに向けて，各

種の施策を展開することとしている。

環境省における平成24年度科学技術関係予算

は，総額約743億円となっており，震災対応に係

る研究開発についての予算や，原子力規制庁の設

置に伴う予算などにより，前年度に比べ約350億

円の増となっている(図 1参照)。

環境研究・環境技術開発に関しては，「環境研

究・環境技術開発の推進戦略について」(平成22

年�月中央環境審議会答申)において，脱温暖化・

循環・自然共生・安全の各領域について重点的に

取り組むべき課題に加え，全領域に共通する重点

課題や領域横断的な重点課題を設定し，技術・シ

ステムの社会実装によるイノベーションの推進を

めざして進めてきたところである(図 2参照)。

平成24年度においては，平成23年�月に取りま

とめられた同戦略のフォローアップ結果や，同年

�月に策定された第�期科学技術基本計画，平成

24年�月に閣議決定された第�次環境基本計画

(図 3参照)を踏まえ，一層のグリーン・イノベー

ションの推進を図っていく。

2. 環境技術実証事業

環境省は環境技術の社会への適用を一層進める

観点から，環境技術実証事業を実施している。

本事業は，すでに適用段階にあるものの，環境

保全効果等についての客観的な評価が行われてい

ないがために，地方公共団体，企業，消費者等の

エンドユーザーへの普及が進んでいない先進的環

境技術に対し，その環境保全効果等を第三者機関

が客観的に実証することにより，ベンチャー企業

等が開発した先進的環境技術の普及を促進し，環

境保全と地域の環境産業の発展による経済活性化

を企図するものであり，400件以上の技術が実証

されている。

実証の流れは，対象技術の実証を希望する開発

者等の申請に基づき，信頼できる第三者機関の

下，学識経験者，ユーザー等で構成する専門家に

よる会合において，実証方法・評価項目が選定さ

れ，これに沿って，環境保全の効果，維持・管理

に係るコスト・労力等の調査を含めて，実証試験

が実施される。また，この会合では，実証上の技

術的なアドバイス等のサポートも実施しており，

これは開発者の技術開発にも寄与している。

実証された技術に対し，実証番号および環境技

術実証事業ロゴマーク(図 4参照)を交付し，また

実証試験結果報告書を，環境省の環境技術事業の

ウェブサイトで公表することで，実証技術の普及
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図 1 平成24年度科学技術関係予算の概要

図 2 環境研究・環境技術開発に関する課題
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を図っている。

平成23年度においては，新たな試みとして，学

会での広報活動を展開することにより，産学官を

通じ，幅広い環境技術の展開をねらった取組みを

開始しており，平成24年度からは，体制の効率化

を図り，一層効果的な環境技術の普及に向けた活

動を実施していく。

(環境技術実証事業ウェブサイト http://www.

env.go.jp/policy/etv/)
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図 4 環境技術実証事業ロゴマーク


